

























































周期 自由度(除去数) 10％点 ５％点 10％点 ５％点
T＝5 17(10) 1.66 2.00 1.67 1.99
7(20) 1.80 2.21 1.84 2.23
T＝10 17(10) 1.53 1.94 1.96 2.44
7(20) 1.89 2.33 1.91 2.35
自由度
ｔ値 17 1.74 2.11 1.74 2.11
7 1.89 2.36 1.89 2.36
注）除去前のデータ数は30個。













































( )67  101
図１ 周期ごとの残差平方和（１コーラス目前半)
図２ 周期ごとの残差平方和（１コーラス目後半)
( )68  102 経済と経営 45巻2号
図４ 周期ごとの残差平方和２コーラス目後半)
図３ 周期ごとの残差平方和（２コーラス目前半)
( )69  103不等間隔な時系列データの周期の最小二乗推定
図６ 周期ごとの残差平方和（３コーラス目後半)
図５ 周期ごとの残差平方和（３コーラス目前半)
( )70  104 経済と経営 45巻2号
分なので，殆どが小節を超えた周期と推定されている。これは，モデルが滑らかな正弦波（sine wave）
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Ａ１ Ａ２ Ａ３ Ａ４ B Ａ５ Ａ６
１コーラス目
データ数 27 26 32 41 43 39 36
周期 7 14 24 24 16 11 20
２コーラス目
データ数 29 34 35 36 39 32 30
周期 3 15 24 13 20 19 15
３コーラス目
データ数 27 27 25 27 27 29 33
周期 19 15 24 24 10 23 21
注）８小節分のデータは48個である。
( )71  105不等間隔な時系列データの周期の最小二乗推定
